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第 十 八 条 の 四 を 第 十 八 条 の 六 と し 、 第 十 八 条 の 三 を 第 十 八 条 の 四 と し 、 同 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加

え る 。
（ 既 納 の 個 別 指 定 手 数 料 の 返 還 の 請 求 の 様 式 ）

第 十 八 条 の 五 意 匠 法 第 六 十 条 の 二 十 二 第 一 項 の 規 定 に よ る 同 法 第 六 十 条 の 二 十 一 第 一 項 に 規 定 す

る 個 別 指 定 手 数 料 （ 以 下 「 個 別 指 定 手 数 料 」 と い う 。 ） の 返 還 の 請 求 は 、 様 式 第 二 十 一 の 二 に よ り

し な け れ ば な ら な い 。

第 十 八 条 の 二 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 意 匠 登 録 証 の 交 付 の 請 求 の 様 式 ）

第 十 八 条 の 三 意 匠 権 者 は 、 意 匠 法 第 二 十 六 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ る 請 求 に 基 づ く 国 際 登 録 を 基

礎 と し た 意 匠 権 の 移 転 の 登 録 が あ つ た 場 合 は 、 様 式 第 二 十 の 二 に よ る 意 匠 登 録 証 の 交 付 の 請 求 書

を 特 許 庁 長 官 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

第 十 九 条 第 一 項 中 「 、 意 匠 登 録 出 願 」 の 下 に 「 、 国 際 登 録 出 願 （ 第 一 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定

に 限 る 。 ） 」 を 、「 補 正 却 下 決 定 不 服 審 判 を 除 く 。 ） 」 と 」 の 下 に 「 、 第 四 条 の 三 第 三 項 中 「 五 特 許 法

第 百 九 十 五 条 第 十 一 項 の 規 定 に よ る 過 誤 納 の 手 数 料 の 返 還 請 求 」 と あ る の は 「 五 意 匠 法 第 六 十 条

五 の 二 意 匠 法 第 六

の 二 十 二 第 一 項 の 規 定 に よ る 同 法 第 六 十 条 の 二 十 一 第 一 項 に 規 定 す る 個 別 指 定 手 数 料 の 返 還 請 求

十 七 条 第 七 項 の 規 定 に よ る 過 誤 納 の 手 数 料 の 返 還 請 求 」

と 」 を 加 え 、「 第 十 八 条 の 四 」 を 「 第 十 八 条 の 六 」 に 改 め 、「 及 び 補 正 却 下 決 定 不 服 審 判 」 と 」 の 下 に

「 、 第 二 十 七 条 の 四 第 四 項 中 「 、 同 法 第 四 十 三 条 の 二 第 一 項 （ 同 法 第 四 十 三 条 の 三 第 三 項 に お い て

準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 又 は 第 四 十 三 条 の 三 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に よ る 」 と あ る の は 「 若 し

く は 第 四 十 三 条 の 三 第 一 項 若 し く は 第 二 項 又 は ジ ュ ネ ー ブ 改 正 協 定 第 六 条 ⒜ の 規 定 に よ る 」 と 、

様 式 第 二 の 備 考 11 中 「ただし、識別番号を記載したときは、「【住所又は居所】」の欄は設けるには及
ばない。 」 と あ る の は 「意匠法第60条の６第１項に規定する国際登録（以下「国際登録」という。）の
名義人にあつては、「【住所又は居所】」の次に「【住所又は居所原語表記】」の欄を設けて、意匠法第
60条の６第３項の規定による国際登録簿（以下「国際登録簿」という。）に記載された文字と同一の
文字を記載する。ただし、識別番号を記載したときは、「【住所又は居所】」及び「【住所又は居所原語
表記】」の欄は設けるには及ばない。 」 と 、 同 様 式 の 備 考 13 中 「代表者の印を押す。 」 と あ る の は 「代表
者の印を押す。国際登録の名義人にあつては、「【氏名又は名称】」の次に「【氏名又は名称原語表記】」
の欄を設けて、国際登録簿に記載された文字と同一の文字を記載する（法人にあつては、「【氏名又
は名称原語表記】」の次に「【代表者】」の欄を設ける。）。 」 と 、 様 式 第 四 の 備 考 ２ ロ 中 「国際特許出
願について、出願番号が通知されていないときは、「【出願番号】」の欄を「【国際出願番号】」とし、
「ＰＣＴ／〇〇〇〇／〇〇〇〇〇」のように国際出願番号を記載し、「【国際出願番号】」の欄の次に
「【出願の区分】」の欄を設けて「特許」と記載する。 」 と あ る の は 「意匠法第60条の６第３項に規定
する国際意匠登録出願についての出願の番号が通知されていないときは、「【出願番号】」を「【出願
日】」とし、「平成何年何月何日提出の意匠登録願」のように意匠法第60条の６第１項に規定する国
際登録の日の年月日を記載し、「【出願日】」の次に「【整理番号】」の欄を設けて、「」のようにハイ
フンを記載し、「【代理人】」又は「【受任した代理人】」の欄の次に「【その他】」の欄を設けて、「国際
登録番号ＤＭ／〇〇〇〇〇〇、意匠番号〇〇〇」のように国際登録の番号と意匠の番号を記載する。 」

と 、 様 式 第 三 十 六 の 備 考 １ 中 「1970年６月19日にワシントンで作成された特許協力条約に基づく規
則4.10の規定による優先権の主張の基礎とされた出願をした国の国名（国際特許出願にあつては広
域特許を与える任務を有する当局若しくは受理官庁を含む。 ） 」 と あ る の は 「ジュネーブ改正協定第
６条⒜の規定による優先権の主張の基礎とされた出願をした国の国名」と 」 を 加 え る 。

３ 「【意匠登録出願人】」の欄に記載すべき者が２人以上あるときは、次のように欄を繰り返し設
けて記載する。
【意匠登録出願人】
【住所又は居所】
【住所又は居所原語表記】
【氏名又は名称】
【氏名又は名称原語表記】

様 式 第 一 の 備 考 ５ 中 「整理番号を記載する。 」 の 下 に 「国際意匠登録出願についての出願の番号が
通知されていないときは、「【出願番号】」を「【出願日】」とし、「平成何年何月何日提出の意匠登録願」
のように意匠法第60条の６第１項に規定する国際登録の日（以下「国際登録の日」という。）の年月

日を記載し、「【出願日】」の次に「【整理番号】」の欄を設けて、「」のようにハイフンを記載し、「【代
理人】」の欄の次に「【その他】」の欄を設けて、「国際登録番号ＤＭ／〇〇〇〇〇〇、意匠番号〇〇
〇」のように国際登録の番号と意匠の番号を記載する。 」 を 加 え 、 同 様 式 の 備 考 ６ 中 「記載する。 」 の

下 に 「国際登録の名義人にあつては、「【住所又は居所】」の次に「【住所又は居所原語表記】」の欄を
設けて、国際登録簿に記載された文字と同一の文字を記載する。 」 を 、「ときは、「【住所又は居所 】 」 」 の

下 に 「及び「【住所又は居所原語表記 】 」 」 を 加 え 、 同 様 式 の 備 考 ９ 中 「代表者の印を押す。 」 の 下 に 「国
際登録の名義人にあつては、「【氏名又は名称】」の次に「【氏名又は名称原語表記】」の欄を設けて、
国際登録簿に記載された文字と同一の文字を記載する（法人にあつては、「【氏名又は名称原語表記】」
の次に「【代表者】」の欄を設ける。）。 」 を 加 え 、 同 様 式 の 備 考 11 中 「名称 】 」 」 の 下 に 「 （国際登録の
名義人にあつては、「【氏名又は名称原語表記 】 」 ） 」 を 加 え 、 同 様 式 の 次 に 次 の 一 様 式 を 加 え る 。

様式第１の２（第１条の３関係）
【書類名】 新規性喪失の例外適用申請書
【特記事項】 意匠法第60条の７の規定により意匠法第４条第２項の規定の適用を受けようとする

意匠登録出願
（【提出日】 平成 年 月 日）
【あて先】 特許庁長官 殿
【事件の表示】
【出願番号】

【意匠登録出願人】
【住所又は居所】
【住所又は居所原語表記】
【氏名又は名称】
【氏名又は名称原語表記】

【代理人】
【住所又は居所】
【氏名又は名称】

【提出物件の目録】
【物件名】

〔備考〕
１ 「【事件の表示】」の欄の「【出願番号】」には、「意願〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇」のように出願
の番号を記載する。ただし、出願の番号が通知されていないときは、「【出願番号】」を「【出願
日】」とし、「平成何年何月何日提出の意匠登録願」のように国際登録の日の年月日を記載し、「【出
願日】」の次に「【整理番号】」の欄を設けて、「」のようにハイフンを記載し、「【代理人】」の
欄の次に「【その他】」の欄を設けて、「国際登録番号ＤＭ／〇〇〇〇〇〇、意匠番号〇〇〇」の
ように国際登録の番号と意匠の番号を記載する。
２ 「【意匠登録出願人】」又は「【代理人】」の欄の「【氏名又は名称】」（法人にあつては、「【代表
者】」）の次に、「【電話番号】」又は「【ファクシミリ番号】」の欄を設けて、意匠登録出願人又は
代理人の有する電話又はファクシミリの番号をなるべく記載する。
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